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研究成果の概要（和文）：本研究は、当初、海外留学プログラムが、学生に対し、どのような分野でどのような
影響を、コンピテンシーレベルでもたらすのか否かを、非参加者グループも対象群としつつ、大規模データに基
づき、検証することを目的として開始した。対面留学がCOVID19の影響で全面的に中止され、これらに関するデ
ータを収集が不可能となった。
他方、本研究期間中の増加し、また研究期間の大部分においてこれらだけで行われてきた､COIL/VEを含む多様な
海外留学/海外交流プログラムが学生に与えたインパクトを､定量的及び定性的評価手法により明らかにし、研究
期間前より収集していた、対面留学との比較研究も同時に実施することができた。

研究成果の概要（英文）：This research was initially initiated to examine how study abroad programs 
have an impact on students, at the competency level, based on large data sets. Face-to-face study 
abroad programs were completely discontinued due to COVID19, making it impossible to collect data on
 these programs.
On the other hand, we were able to use quantitative and qualitative evaluation methods to determine 
the impact on students of various study abroad/exchange programs, including COIL/VE, which increased
 during the study period and have been conducted exclusively during most of the research period. We 
were also able to conduct a comparative study with face-to-face study abroad programs, which had 
been collected prior to the research period.

研究分野：高等教育

キーワード： グローバル人材　異文化間教育/国際教育　COIL/VE/ヴァーチャル･エクスチェンジ　異文化理解　グロ
ーバル･コンピテンシー　客観的効果測定　教育的介入　BEVI 

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　2023年3月、政府は2033年までに、留学生受け入れ40万人、海外派遣50万人目標を表明した。今回の計画にお
いても､アウトプット指標に重点が置かれ、留学の効果の検証またプログラムの質保証ついての視点は欠けてい
る。これまでの留学･国際プログラムの効果測定に関する研究は多数存在するが、未だに満足度調査また主観的
評価をプログラム終了後に求めるものが大部分である。
　本研究では、学生個人、留学プログラムまた非参加者を含む大学全体のレベルでのコンピテンシーの変化を、
多様な大学・留学･国際プログラムをフィールドとして､客観的に測定・分析することにより、アウトカム・変容
を明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

政府は､「留学生 30万人計画」として､平成 32年を目途に 30万人の留学生受入れを

目指している。また平成 25 年に閣議決定された「日本再興戦略」や「第二期教育振興

基本計画」において､平成 32年までに大学における日本人の海外留学者数を倍増（6万

人から 12 万人）する目標を掲げている。これらの計画において､留学の効果の検証､例

えば留学の結果としてどのように学生が変化したのか､またプログラムの質保証をいか

に行うのかについての視点は欠けている（若者の海外留学促進実行計画 2014）。 

他方､留学･国際プログラムの効果測定に関する研究､また海外留学の成果に関する先

行調査は多数存在する（日本学生支援機構 2015､横田 2016）。しかしながら､これらはア

ンケートによる満足度調査､また学生による主観的評価をプログラム終了後に求めるも

のであり､特定の学生がどのように変化したのかを客観的に測定したものではない。プ

ログラムの期間等､学生の属性を考慮した分析もあるが､上記の問題から逃れるもので

なく､またプログラム内容･学習時間数等を考慮しておらず､学生の変化を十分に可視化

できていない。 
 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は､グローバル化今日求められているコンピテンシーまた思考態度を､

どのような留学･国際プログラムにより有効に涵養することができるのかを明らかにす

ることにある。 
 
 
３．研究の方法 
 

この「問い」に対して､本研究では､国内外の計 7 大学における多様な留学･国際プロ

グラムを対象とし､留学･国際プログラムが及ぼす変化を客観的に測定し､実証的な研究

方法を用いて分析することにより､「解」を導く 

客観的測定を行うためのテストとしては、The Beliefs, Events, and Values Inventory 

(BEVI) を用いた。BEVIは教育、研究、からリーダーシップ・プログラムやメンタル・

ヘルスに至るまで、様々な場面で利用することのできる、柔軟性に富んだ、強力な分析

ツールであり、これにより、学習･成長･変化のプロセスや成果を理解し、それらを促進

させることが可能となった。BEVIは、25年以上にわたる米国内また国際的な研究と実

践、心理学的特性を基盤として開発され、「誰が、何をなぜまたどのような状況で学習

したのか」を明らかにすることができる、質的また量的質問双方を含む混合メソッドで

ある。BEVIは、相互に関連する尺度相互間の関係について高度な分析を可能とした。 
 
 
４．研究成果 
 

本研究は、当初、海外留学プログラムが、学生に対し、どのような分野でどのような影響

を、コンピテンシーレベルでもたらすのか否かを、非参加者グループも対象群としつつ、大

規模データに基づき、検証することを目的として開始した。対面留学が COVID19の影響で



全面的に中止され、これらに関するデータを収集が不可能となった。他方、本研究期間中の

増加し、また研究期間の大部分においてこれらだけで行われてきた､COIL/VE を含む多様

な海外留学/海外交流プログラムが学生に与えたインパクトを､定量的及び定性的評価手法

により明らかにし、研究期間前より収集していた、対面留学との比較研究も同時に実施する

ことができた。 

 各大学が取り組んできた、COIL/VEを含む多様な海外交流プログラム、学部別データも

含め、約 1 万 5 千件のデータを収集した。その結果、尺度 10. 情動調律（Emotional 

Attunement）、尺度 14. Gender Traditionalism、尺度 15. 社会文化的オープン性、尺度 17. 

Global Resonance について、男女間において、T1 時点で意味のある差異が存在すること

が、繰り返し証明された。また、尺度 7. Basic Determinism、尺度 8. Socioemotional 

Convergence、尺度 15. Sociocultural Openness、尺度 17. Global Resonanceについて、理

系学部と文系学部において、T1時点で意味のある差異が存在することも明らかとなった。 

これらをもとに、客観的な変化量とともに、T1時点における教育的介入手法開発などに

も用いることのできる知見を得ることができた。 

引き続き、大規模個票データを継続的に収集するとともに、調査に参加する大学を拡大す

る。他大学の研究も加えた研究会を継続的に実施し、(1)日本人学生全体の平均データ（性

別など背景情報を含む）の作成、(2)これらのデータに基づく学部／専門分野間の差異の明

確化、(3)入学時から卒業までのより長期的な変化の解明、(4)上記データに基づく個別留学･

教育プログラムの特徴、効果の解明、(5)異なる成長、変化に適切な教育的介入手法の開発、

を行う。 
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